
質
問
一

想
定
震
度
に
達
し
た
場
合
の

被
害
予
想
に
つ
い
て
。

二

想
定
震
度
時
に
お
け
る
教
育
施
設

の
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て
。

三

自
主
防
災
組
織
へ
の
今
後
の
考
え

方
に
つ
い
て
。

四

震
災
後
の
防
災
危
機
管
理
体
制
の

見
直
し
は
。

五

「
公
助
」
の
在
り
方
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
行
く
の
か
。

答
弁
一
（
市
長
）

深
谷
断
層
に
よ
る

地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
建
物
全
壊
２６

棟
、
半
壊
４
２
７
棟
、
人
的
被
害
は
最

大
で
死
者
２
人
、
負
傷
者
７９
人
、
１
日

後
の
避
難
者
は
６
０
４
７
人
と
想
定
し

て
い
る
。

二
（
教
育
委
員
長
）

市
の
地
域
防
災

計
画
や
県
の
学
校
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

参
考
に
、
地
域
と
の
連
携
を
十
分
に
図

り
な
が
ら
対
応
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

三
（
市
長
）

自
治
会
等
の
自
主
防
災

組
織
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
引
き
続
き
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

四

想
定
外
の
事
態
に
備
え
て
市
の
防

災
計
画
の
見
直
し
を
図
る
。
ま
た
、
防

災
無
線
の
改
善
に
向
け
た
対
策
を
実
施

す
る
。

五

避
難
所
の
耐
震
化
や
耐
震
防
火
水

槽
の
整
備
等
を
行
う
ハ
ー
ド
面
と
、
防

災
訓
練
の
実
施
や
防
災
意
識
の
啓
発
等

の
ソ
フ
ト
面
な
ど
「
自
助
」、「
共
助
」

で
は
で
き
な
い
、
公
的
に
行
わ
な
く
て

は
な
ら
な
い
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

質
問
一

エ
リ
ア
メ
ー
ル
導
入
の
メ
リ

ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

二

本
市
が
導
入
し
た
場
合
ど
の
よ
う

な
利
用
が
考
え
ら
れ
る
か
。

三

導
入
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

答
弁
一
（
市
長
）

メ
リ
ッ
ト
は
、
対

象
エ
リ
ア
内
で
あ
れ
ば
短
時
間
に
多
数

の
携
帯
電
話
に
配
信
可
能
な
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
契
約
事
務
手
数
料
や
工
事

費
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
、
受
信
料
が
無

料
で
あ
り
、
利
用
者
の
費
用
負
担
が
な

い
な
ど
が
あ
る
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
情
報
提
供
が
ド
コ

モ
の
携
帯
電
話
利
用
者
に
限
ら
れ
、
す

べ
て
の
市
民
に
情
報
が
行
き
渡
ら
な
い

こ
と
や
、
電
波
状
態
の
悪
い
場
所
や
圏

外
、
通
信
中
は
メ
ー
ル
の
受
信
が
で
き

な
い
な
ど
が
あ
る
。

二

避
難
準
備
情
報
や
避
難
勧
告
、
避

難
指
示
等
、
災
害
情
報
や
避
難
情
報
の

配
信
を
中
心
に
考
え
て
い
る
。

三

災
害
時
に
お
い
て
市
民
等
へ
情
報

を
提
供
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
で

あ
り
、
そ
の
伝
達
方
法
は
１
つ
に
限
ら

ず
、
多
様
な
手
段
を
使
っ
て
行
う
こ
と

が
有
効
で
あ
る
。
ま
た
、
情
報
の
正
確

性
や
迅
速
性
、
客
観
性
も
求
め
ら
れ
て

い
る
。

エ
リ
ア
メ
ー
ル
は
こ
う
し
た
点
で
優

れ
て
お
り
、
導
入
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

発
達
障
害
者

（
児
）
の
支
援
に
つ
い
て

エリアメール受信画面

齊藤 芳久 議員

市の災害危機管理体制について

地域防災計画の見直しを図る

エ
リ
ア
メ
ー
ル
の
導
入
に
つ
い
て

導
入
に
向
け
て
準
備
を
進
め
る

上新田自衛消防団による放水訓練

五
伝
木
隆
幸

議
員

つるがしま市議会だより第１５６号 〔１２〕


